
 
 

 

                 平成 30 年 5 月 24 日 

報道関係者各位 

長期使用住宅部材標準化推進協議会 

新会長就任のお知らせと第 5 期活動実績 

～平成 30 年度 第 6 期スタート～ 

 

長期使用住宅部材標準化推進協議会(略称：長住協〈CjK〉)は、平成 30 年 5 月 24 日より中村康夫 

（大和ハウス工業株式会社 上席執行役員）が新会長に就任いたします。新たな体制下で、当協議会の 

活動が、住まい手のより豊かな住生活への実現に貢献するとともに会員各社および住宅関連産業の 

拡大へとつながるよう推進してまいります。 

 
【新会長挨拶】 

   当協議会は住宅部材・部品の標準化推進団体として発足し、 

10 年の節目を迎える年となりました。この 10 年の間に住宅産業を 

取り巻く環境は大きく変化してまいりました。新たな住生活基本計画 

のもと、住宅ストック活用型市場への転換や住宅循環システムの構 

築を実現するための施策が活発になっています。そのような時代へ 

の変化を予測し、当協議会では住宅メーカー、設備・建材メーカーの 

リーディングカンパニーが参画し精力的に取り組み、多くの長期使用 

対応部材（CjK 部材）を標準化しています。適切なメンテナンスは住 

まいの寿命を延ばし快適にします。そのためには、メンテナンスをより 

容易にできる互換性を持った部材・部品を標準化・共通化することが 

より重要となってきます。 

設立当初の協議会ロードマップも後半に入り、今後の方向性も俯瞰していかなければなりませんが、あらた

めて軸足を見直すための原点回帰も必要な時期かとも考えます。これからは、協議会の資産である CjK 部材

の定着を図ることを重点活動の一環としていきたいと思います。そこで、節目の年を迎えた協議会のホームペ

ージのリニューアルも計画しております。それらの活動のもとで当協議会をより身近なものに感じていただけ

ましたら幸いです。 

当協議会の活動が、住まい手のより豊かな住生活への実現に貢献するとともに会員各社および住宅関連

産業の拡大へとつながるよう推進してまいります。 

経済産業省、会員各位におかれましては、引続き協議会へのさらなるご支援・ご協力を賜りますようお願い

申し上げます。  

                                         長期使用住宅部材標準化推進協議会 

                                              第 6 期会長 中村 康夫  

                                            大和ハウス工業株式会社上席執行役員 

【第 6 期 活動方針】 
 １．長期使用対応部材の標準化 105 品目、会員企業 125 社に増やす。（2020 年 3 月末日まで） 

２．CjK マーク表示を促進し、会員企業の採用率を増やし CjK 部材の普及と定着を図る。 

３．住宅関連業界団体並びに DIY 業界との連携強化による流通基盤づくりの推進。 

 

 



 
 

第 5 期（平成 28 年～平成 29 年度）実績 
１． CjK 部材として 28 品目を標準化しました。 

総数は平成 29 年度までの目標 70 品目を大幅に上回る 85 品目となりました。 
２．会員企業数は、会員企業各社の告知活動や団体に向けた当協議会活動説明、CjK 基準書作成 

協力を依頼することによって新規会員企業 30 社の入会がありました。 

総会員企業数は 101 社となり、平成 29 年度までの目標 100 社を達成しました。 
３．住宅関連業界団体、DIY 業界との連携を継続し、CjK 部材の普及推進に取り組みました。 
（1）CjK 部材の拡大にむけ、住宅関連業界団体と連携し CjK 基準書を作成しました。また、当協議会の事

業を住宅関連業界団体が発行する機関誌やテキストに掲載するなど、協議会の認知拡大を推進しまし

た。 
（2）「JAPAN DIY HOMECENTER SHOW 2016」「JAPAN DIY HOMECENTER SHOW 2017」に

住宅産業協議会と共同出展し、長住協の活動を紹介するとともに、CjK マークの普及推進を行いまし

た。  

 
 
 
     当協議会は、経済産業省の研究会の提言に基づき住宅部品・部材の標準（共通）化の推進団体として 

設立され、大手住宅メーカー・建材メーカー・住宅設備機器メーカーが一堂に会し、住宅を長く 

住み継ぐ為に不可欠なメンテナンスを容易にする為、住宅部材の標準（共通）化を推進する事を 

目的として活動しております。 

 

 
［本件に関するお問い合わせ先］ 

長期使用住宅部材標準化推進協議会 事務局  大和ハウス工業（株）鈴木 正治 
           03－5214－2880 cjk@chojukyo.jp 

定休日：土・日・祝 受付時間：10 時～17 時 

 

ご参考：長期使用住宅部材標準化推進協議会について 



 
 

１． 第 5 期 審査・承認・登録（標準化）した CjK 部材（28 品目） 

 
内部レバーハンドル 
外部物干し金物 （腰壁付け縦可動タイプ）  
アルミ・樹脂複合引き違いサッシ用引手  
窓シャッター用操作紐（繊維系） 
樹脂製雨樋（たてどい丸型） 
食器洗い乾燥機（ビルトイン） 

タンク密結形便器（床排水） 
カーテンレール用ランナー 
カーテンレール用キャップストップ  
樹脂引き違いサッシ用クレセント 
内部収納用金属製ハンガーパイプ(丸型) 
内部収納用金属製ハンガーパイプ(楕円型) 
内部サムターン座 
たてどい用支持具(丸型) 

洗濯機用水栓 
浴室用湯水混合水栓(壁付) 
浴室用湯水混合水栓(台付)  
外部物干し金物(腰壁付けポール上下式タイプ)  
樹脂上げ下げ窓用クレセント 
普通便座 
タンク密結型便器(壁排水) 
内部洋開き戸用ドアストッパー(埋込型) 
樹脂製たてどい用接続部品（丸型・連結） 

樹脂製たてどい用接続部品（丸型・片側接続） 

浴室引戸用戸車（下框用溝無しタイプ） 

樹脂複合勝手口ドア用本締錠 

樹脂複合勝手口ドア用レバーハンドル錠  

樹脂複合勝手口ドア用レバーハンドル空錠  

 
 
２．第 5 期 新規会員企業     ※総会員企業数 101 社 

 
・正会員  2 社 
（株）ダイドー、 丸一（株）                                                
・賛助会員 28 社                                             

朝日ウッドテック（株） 
アルメタックス株 
永大産業（株） 
（株）オプナス 
河合製巧（株） 
ケィ・マック（株） 
株式会社ＫＶＫ 
（株）システックキョーワ 
株式会社シブタニ 
ジャパン建材（株） 

積水ホームテクノ（株） 
セブン工業株式会社 
タキロンシーアイ（株） 
ＤＩＣデコール（株） 
テクノエフアンドシー（株） 
（株）デザインアーク 
（株）ナガエ 
株式会社中尾製作所 
（株）日本アルファ 
日本ベルックス（株） 

（株）ノダ 
（株）ノーリツ 
野原住環境（株） 
（株）ハウテック 
（株）パロマ 
双葉実業（株） 
三井ホームコンポーネント（株） 
リンナイ（株） 

 
 

３．当協議会と連携している住宅関連業界団体、DIY 業界団体 

 
（一社）日本サッシ協会／ドアクローザ工業会／日本エクステリア工業会／日本ロック工業会 
（一社）日本バルブ工業会／キッチン・バス工業会／（一社）日本電機工業会 
（一社）日本ガス石油機器工業会／日本窯業外装材協会／（一社）太陽光発電協会 
全国陶器瓦工業組合連合会／（一社）日本ドゥ・イット・ユアセルフ協会 
（一社）日本レストルーム工業会／住宅産業協議会  等  

 

参考資料 

※平成 30 年 3 月末日現在 


